
高め合える仲間とともに 
教務主任 柳田 由佳 

先日のことです。Ａ君が友達と教え合いながら、社会の資料集のＱＲコードをタブレットのカメ

ラ機能を使って読み取ると、すぐに縄文時代の遺跡サイトに接続されました。「こんな暮らしをして

大変そうだね」「家族で暮らしているのは一緒だね」「教えてくれてありがとう」など会話も自然と

はずんでいます。互いに教え合いながら、子供たちが興味をもったときにすぐに調べられ、感動を

味わえるそんな時代になったのだと思うとともに、私たち教員も日々しっかり時代にあった目標を

もっていかなければならないと気が引き締まりました。 

本年度、本校の子供が目指すアクションプランは、以下のようになっています。 

・相手の気持ちを考えて行動することができる。（徳） 

・自分の考えを伝え合うことができる。（知） 

・自分の健康に関心をもって運動することができる。（体） 

 そして、具体的には次のような姿を目標としています。 

徳 知 体 

①進んで挨拶をする。 

②友達に親切にし、優しくす

る。 

 

①相手の顔を見て話を聞き、相手

の顔を見て話す。 

②メディア（テレビやゲーム、イ

ンターネット等）について家庭

で決めた約束を守る。 

①自分の目標に向けて運動

する。 

②自分から進んで手洗いや

消毒をする。 

挨拶を自分からする子供は、増えています。６年生が進んで挨拶する姿を見て、下級生も挨拶を

するようになってきました。これが学校の集団で育つということだと思います。高め合える仲間の

いる学校にすることを目指していきたいです。そして、学校に来るからこそできる魅力ある学習を

進めていきます。 

さて、上の六つの具体目標は、保護者や地域の方にも１０月に評価していただきます。ご家庭で

も挨拶やメディアの約束等、目標を達成できるよう声かけや約束づくりをお願いします。ご家庭や

地域で育てていただき、学校で磨くなど、共に育てていくことですてきな城端っ子が増えるといい

なと思っています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

学校だより 

                                     南砺市立城端小学校 

                                     令和３年６月２５日 

＜７月の主な行事予定＞        ＜８月の主な行事予定＞ 

１日（木） 集団登校                ８日（日） 山の日 
 ９日（金） さわやかデー・なんとの日        ９日（月） 振替休日 
１２日（月） 学校集金               １３日（金）～１７日（火） 学校閉庁 
１５日（木） 集団登校・地区児童会・集団下校    ２７日（金） ２学期始業式・給食開始 
２１日（水） 終業式・給食終了           ３１日（火）～９月１日（水）  
２６日（月） 保護者会（南山田地区・北野地区）           第６学年宿泊学習 
２７日（火） 保護者会 

(城端地区・大鋸屋地区・蓑谷地区）      

～ぽかぽかコラム ３年生の取組より～ 

３年生は、音楽の学習で、初めてのリコーダー学習に取り組んでいます。２年生までは、鍵盤ハーモ

ニカで演奏していた子供たちなので、音の出し方や指づかい等、戸惑うことが多いです。 

子供たちは、きれいな音が出せるように、友達と教え合ったり、きれいな音が出せているか聴き合っ

たりしながら、一生懸命練習をしています。 

６年生まで使うリコーダーです。繰り返しの練習が大切です。これからもいろいろな曲にチャレンジ

していってほしいものです。                   (３年生担任 石黒 久尚) 



 
 
 
 
 
   

 

 

 

 

 

 

＜声をかけ合って歩いた追跡ハイキング＞ 

       ＜呼吸を合わせてバケツにボールを入れるバケットボール＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育活動から 

５年生宿泊学習 

１人１台タブレットの利活用について 

 本年度の学びづくり部会の目標は「自分の考えを伝え合うことができる子供の育成」です。GIGA

スクール構想の下、これからは城端小学校の子供たちもタブレットを利活用して自分の考えを伝え

合うことになります。タブレットを使うことで、子供たちの「伝え合い」はどう変わるのか実例を

通してお伝えします。 

 ２年生は生活科の学習で、自分の苗の生長で最も注目したところを、タブレットで撮影しまし

た。その後、教員のパソコンにデータを送信し、教員のパソコンと電子黒板を繋ぎ、大きな画面に

写真を表示して発表しました。電子黒板に写真を表示することで、自分の伝えたいところをズーム

することができたり、手が空いた分、ジェスチャーを交えることができたりして、自分の考えを友

達により分かりやすく伝えることができるようになりました。また聞き手も、相手の考えを正確に

理解することができるようになり、質問や意見も多く出ました。このように、タブレットを利活用

することで、効率的に考えを伝え合うことができるようになり、より主体的・対話的で深い学びに

近づくことができています。 

しかし、全ての活動をタブレットで行うわけではありません。従来 

どおり、自分の考えを絵や図等を使ってノートにまとめたり、友達の 

考えを読んで感じたことを伝え合ったりするという活動も行っていきます。 

「故（ふる）きを温（たず）ねて新しきを知る」という言葉のように、 

今までの学習方法を大切にしながら、タブレットの利活用を進めてい 

きたいと思います。        （学びづくり部会 上野 琢麿） 

令和２年度 富山県小・中学校 PTA 広報紙コンクール 優良賞受賞！ 

 富山県 PTA 連合会主催の令和２年度 富山県小・中学校 PTA 広 

報紙コンクールにおいて城端小学校の PTA 広報紙「せのおと」が優 

良賞を受賞しました。おめでとうございます。 

いつも、城端小学校の元気な子供たちの様子や、PTA で行ういろい 

ろな活動を紹介していただき、ありがとうございます。今後ともよろ 

しくお願いいたします。 

 

 

 

 


